
教
科
担
任
制

中３

中２

中１

小６

小５

小４

小３

小２

小１

一
部
教
科
担
任
制

学
級
担
任
制

〈後
期
〉

〈中
期
〉

〈前
期
〉

小
中
一
貫
教
育
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「基礎・基本の活用と応用」
前期・中期に身に付けたことを発展
させ、自立して社会で生きていく基礎
である義務教育９年間を修了するの
にふさわしい学力と社会性等を身に
付けます。

「基礎・基本の活用」
小学校５・６年生に、一部教科担任
制を導入して、より多くの教員が関わ
る中で、教員の専門性を活かし、児
童生徒に知識・技能等を活用する力
を身に付けます。

「基礎・基本の習得と定着」
学級担任によるきめ細かい指導を
行い、基礎的な生活習慣・学習習慣
や読み書き・計算などの基礎的な力
を身に付けます。

「ふるさと加佐を愛し、
夢・未来に向かって歩み続ける子ども」

家庭や地域の方々との連携・協働

● つながって自分から学ぶ子
● たくましい心と体を持つ子

● ふるさと加佐を誇りに思う子

子どもたちがさまざまにつながって自分か
ら学ぶことを通して、学習意欲や学力の向
上を図ります。

・ 小中一貫教育標準カリキュラムの実施
・ 小小合同学習・小中合同授業の実施
・ 中学校教員の乗り入れ授業
・ 小小連携・小中連携・保小連携

規範意識や社会性を育み、自己肯定感を
高めるともに、子どもたちの体力の向上を
図ります。

・ 「仲間づくり」「居場所づくり」「絆づくり」の実践
・ 子どもの基本的生活習慣の確立
・ 体力向上の取組

地域との交流学習を通して、ふるさと
加佐への愛着を深め、主体的に地域と関
わる子どもを育てます。

・ 各地域の敬老会や行事等への参加
・ 各学年のふるさと学習の実施
・ 地域関係団体との交流学習の実施
・ 地域学校支援協議会活動の実施

義務教育9年間を連続した期間と捉え、児童生徒の発

達段階に応じた一貫性のある学習指導・生徒指導を行う
とともに、教職員や児童生徒が連携・交流を深めること
により、小学校と中学校が協働して系統的・継続的に行
う、いわゆる「義務教育課程のシームレス化」を図る教育
活動とします。

１ 義務教育9年間を修了するのにふさわしい学力の定着
２ 豊かな人間性や社会性の育成
３ 小中学校教職員の協働による9年間を見通した一貫性

・継続性のある指導

１ ふるさと学習の推進（自然・歴史・文化・産業等）
２ 外国語教育の推進（国際港湾・交流都市 舞鶴）

舞鶴市小中一貫教育の定義

舞鶴市小中一貫教育の目指す目標

舞鶴市の特色を活かした学習活動の推進

～自分から動き出す授業へ～

★ 子どもが主体的に課題に関わる授業の創造
★ 小中一貫性のある問題解決型授業の構築

保育園
「夢中になって遊ぶ力の育成」
意欲的に遊びに向かう力を育みます。

加佐中学校区
小中一貫教育推進連絡協議会組織図
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